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108
都市計画マスター
プラン策定事業

都市局
都市計画課

本市の都市整備の理念や将来
像、交通体系や都市施設整備
の方針を定める都市計画マス
タープランを策定します。

構想・検討 推進

都市計画マス
タープラン策定
(17年度)

推進

都市計画マスタープラン全体
構想（素案）を作成し、説明
会、意見交換会、パブリッ
ク・コメントなどを経て全体
構想（案）を策定しました。
また、同区別構想（素案）を
作成しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

都市計画マスタープラン全体
構想（素案）のパブリック・
コメントによる市民意見の反
映を経て全体構想（案）を策
定しました。

109
震災予防のまちづ
くり計画の策定
（再掲p97）

都市局
都市計画課

市全域や地域ごとの災害危険
度判定調査を実施し、防災上
の問題点の把握と市民への情
報提供を進めながら、大地震
に備える震災予防のまちづく
り計画を策定します。

構想・検討 検討

全体構想策定
（19年度）
地域別計画策定
（20年度）

推進

全体構想策定に向けた検討を
行いました。

－ －

110
まちづくり団体支
援・育成事業

都市局
市街地整備課

市民の自主的なまちづくり活
動を支援するため、まちづく
り専門家の派遣やまちづくり
補助金の交付、まちづくりセ
ミナーの開催などを行いま
す。

推進 推進 推進

まちづくり専門家を14回派遣
しました。まちづくりセミ
ナーを4日開催しました。ま
た、13団体に対してまちづく
り支援補助金を交付しまし
た。

３ 市民活動の支援

市民と行政の協働によるまち
づくりを推進するため、支援
制度の活用などについて紹介
を行いました。

111
まちづくりへの市
民参加の推進

都市局
都市総務課

個性的で魅力ある街並み形成
を推進するため、まちづくり
広報紙の発行やイベント・
ワークショップなどを実施
し、まちづくりに対する市民
参加を進めます。

構想・検討 推進 推進
都市局まちづくり広報誌
「korekara」（これから）第1
号を発行しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化
２ 市民との情報共
有
３ 市民活動の支援

新たな広報媒体としてまちづ
くり広報誌を発行するととも
に、誌面の中に市民まちづく
り活動の情報交換の場となる
「people×people」コーナー
を設けました。

112
地区計画等推進事
業

都市局
都市計画課

計画的なまちづくりを推進
し、市街地の良好な環境を形
成するため、市民と連携して
地区計画などを策定し、制度
の普及・啓発を図りながら、
地区の特性に応じた土地利用
の規制･誘導を行います。

地区計画の
決定地区数
29

30 40

地区計画に係る啓発・相談を
行いました。地区計画の都市
計画決定については、新規1地
区の決定告示を行い、新規4地
区・変更2地区の説明会・縦覧
などを行いました。

３ 市民活動の支援

市民発意の地区計画について
は、市民に地区計画制度の説
明などを行うとともに、市民
主体のまちづくり活動に対す
る支援制度の紹介と活用を勧
め、相談や助言など市民との
連携を図りながら策定を進め
ました。

113
福祉のまちづくり
の推進（再掲
p35）

保健福祉局
福祉総務課

「だれもが住みよい福祉のま
ちづくり条例」に基づき、公
共的建築物や道路・公園など
の公共施設、交通関連施設な
どのバリアフリー化を推進し
ます。

推進 推進 推進

「だれもが住みよい福祉のま
ちづくり条例施行規則」を制
定し、同規則により、福祉の
まちづくり推進協議会を設置
しました。また、同協議会で
は、福祉のまちづくり推進指
針策定のため、福祉のまちづ
くり推進指針検討部会の設置
を行い、併せて庁内関連課所
との検討も実施しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化
２ 市民との情報共
有

「福祉のまちづくり条例施行
規則」に定める整備基準など
の策定にあたり、パブリッ
ク・コメントを実施しまし
た。福祉のまちづくり推進協
議会の設置に伴い、市民代表
委員を公募しました。福祉の
まちづくりに関する周知を図
るため、市のホームページに
条例・規則、推進協議会など
について掲載しました。

第１節 良好な市街地の整備

第４章 都市基盤・交通の分野
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114
交通バリアフリー
の推進（再掲
p35、79）

都市局
都市施設課

交通バリアフリー法に基づ
き、各駅の利用状況等から、
整備優先順位の高い駅の基本
構想を策定するとともに、駅
とその周辺におけるバリアフ
リー化を推進します。

推進 推進
推進
 （市内全駅）

大宮駅西口エレベーター詳細
設計、中浦和駅東口エレベー
ター概略設計（市内各駅改札
外エレベーター）を行いまし
た。大宮公園駅、中浦和駅、
北与野駅、与野駅、土呂駅の
バリアフリー化整備に対する
補助を行いました。また、交
通バリアフリー基本構想を策
定しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

交通バリアフリー基本構想の
策定にあたり、学識経験者・
市民団体・事業者を含む検討
委員会を設置するとともに、
パブリック・コメントを実施
し、広く市民の意見を反映さ
せました。

115
緑の基本計画策定
事業（再掲p28）

都市局
公園みどり課

人と自然が共生する緑豊かな
まちづくりを実現するため、
緑の基本計画を策定し、水と
緑のネットワークの形成や市
街地の緑地をさらに創出する
など、地域の特性に応じた緑
地の保全と緑化の推進を図り
ます。

構想・検討

緑の基本計画
策定

推進

緑の基本計画策
定
（16年度）

推進

緑の基本計画を策定しまし
た。

－ －

116
（仮）さいたまタ
ワーの誘致促進

政策局
政策企画部

2011年から本格的に開始され
る地上デジタルテレビ放送に
対応するとともに、携帯端末
などの移動体通信向け放送
サービスにも資する600ｍ級の
（仮）さいたまタワーをさい
たま新都心地区に誘致促進し
ます。

構想・検討 促進 促進

新タワーについては、首都圏
の15地域から誘致がなされ、
埼玉県・経済団体・市民とと
もに署名活動やイベントを展
開した結果、｢墨田・台東エリ
ア」に次ぐ第2候補地に位置づ
けられました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化
２ 市民との情報共
有
４ 効率的な組織・
機構の整備
７ 健全な行財政運
営

埼玉県、経済団体、市民と協
働・連携し、誘致活動を行い
ました。
また、庁内プロジェクトチー
ムを設置し、タワー誘致に向
けて積極的な検討も行いまし
た。
建設予定地の一部を未利用市
有地と交換により取得し、歳
出を抑制しました。
タワー建設は民間を主体と
し、民間のノウハウ・資金を
活用していきます。

117
氷川参道の整備
（再掲p62）

都市局
大宮駅周辺計
画管理課

都心における緑や歩行者の
ネットワークを形成するた
め、氷川参道（大宮中央通線
以南）をうるおいのある歩行
者空間として整備します。

氷川参道（大宮
中央通線以南）
における歩行者
空間の確保率
41.6％

41.60% 100%

交互通行区間の一方通行化・
歩車分離方策の検討と交通実
験を実施しました。また、氷
川参道の将来像ワークショッ
プと地元まちづくり活動の推
進を行いました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化
２ 市民との情報共
有
３ 市民活動の支援

事業の実施・結果について、
市ホームページや地元まちづ
くり組織の機関紙などによ
り、随時情報提供を行いまし
た。
地元まちづくり組織では、氷
川参道での交通実験に併せ
て、樹木観察会を行いまし
た。
地元自治会や周辺企業との協
働により氷川参道清掃活動を
行いました。
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118
大宮駅東口都市再
生プラン推進事業

都市局
大宮駅周辺計
画管理課

大宮駅東口都市再生プランに
基づき、駅前周辺をはじめと
した拠点整備や都市軸整備を
図ります。

推進 推進 推進

大宮駅東口広域交流拠点形成
方策検討調査、大宮中央通線
シンボル都市軸形成検討調
査、氷川緑道西通線整備方策
及び氷川参道暫定整備計画検
討調査を行いました。

２ 市民との情報共
有

市ホームページに大宮駅東口
都市再生プランを掲載し、周
知を図りました。

119
大宮駅東口駅前地
区整備事業

都市局
大宮駅東口開
発課

駅前広場の改善を図るととも
に、権利者とのパートナー
シップにより沿道街区のまち
づくりを進めます。

構想・検討 事業化検討 事業中

大宮駅東口駅前南地区まちづ
くり勉強会への支援を行うと
ともに、大宮駅東口駅前広場
整備事業として、境界測量や
物件調査を実施しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

まちづくり勉強会を通じ、権
利者との協働によるまちづく
りの検討を行いました。

120
まちづくり支援事
業（大宮駅周辺地
区）

都市局
大宮駅周辺計
画管理課

大宮駅周辺地区における市民
の自主的なまちづくり活動へ
の支援・補助を行います。

推進 推進 推進
4団体に対して、補助金の交付
を行いました。

－ －

121
複合交通拠点整備
推進事業

都市局
大宮駅東口開
発課

大宮駅東口において交通環境
の改善を図るため、バスター
ミナル機能等を含む複合交通
拠点の整備を進めます。

構想・検討 事業化検討 事業中

まちづくり懇談会を通じ、権
利者との協働によるまちづく
りの検討を行いました。ま
た、現況測量などを実施しま
した。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

まちづくり懇談会を通じ、権
利者との協働によるまちづく
りの検討を行いました。

122
大宮駅西口整備推
進事業

都市局
大宮駅周辺計
画管理課

大宮駅西口地区の機能改良や
更なる拡充を図るため、大宮
駅西口地区都市施設等整備基
本計画を策定し、整備を推進
します。

構想・検討 推進 推進
大宮駅西口地区都市施設等整
備基本計画を策定しました。

１  協働の仕組みづ
くり・具体化

地元まちづくり協議会の運営
について支援を行いました。

123
大宮駅西口第四土
地区画整理事業

都市局
大宮駅西口開
発課

大宮駅西口において質の高い
都市基盤整備を図り、商業や
業務、住宅など諸機能の秩序
ある集積を誘導します。

進捗率
21.8％

23.2% 62.8%

物件移転補償1件を行うととも
に、まちづくり勉強会の開催
や総合基本設計の策定、建物
などの移転基本・実施計画案
の策定を行いました。

－ －

124
さいたま新都心運
営事業

都市局
都市整備課

東西自由通路などの維持・管
理やふれあいプラザの運営を
行うとともに、民間施設など
の適正な立地・誘導を進めま
す。

推進 推進 推進

東西自由通路などの維持・管
理、総合案内所やふれあいプ
ラザ窓口案内、ふれあいプラ
ザへのボランティアマネー
ジャー派遣などを行うととも
に、さいたま新都心まちづく
り推進協議会事務局として活
動を行いました。

３ 市民活動の支援
８ 公共施設の適正
配置

総合案内所とふれあいプラザ
での車椅子やベビーカーなど
の無料貸出、ふれあいプラザ
内のボランティア活動場所や
おむつ換え、授乳可能な休憩
室利用などの来街者サービス
の提供を行いました。

125
浦和駅東口駅前地
区第二種市街地再
開発事業

都市局
浦和駅東口開
発課

浦和駅東口において、駅前広
場や公共駐車場、複合公共施
設を含む再開発ビルを整備し
ます。

事業中 事業中
完成
（19年度）

特定建築者制度による特定建
築者の選定や用地取得を行い
ました。

７ 健全な行財政運
営

特定建築者制度の導入によ
り、事業費の縮減を図りまし
た。
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126
浦和駅西口南地区
市街地再開発事業

都市局
浦和駅西口開
発課

再開発事業により、駅前広場
や道路、住宅、店舗、事務所
などからなる再開発ビルを整
備します。

事業中 事業中 一部完成

平成15年12月に着工した第四
地区においては、躯体工事を
行いました。第三地区につい
ては、平成15年2月に施設建築
物が完成したため組合が解散
しました。

－ －

127
浦和駅周辺鉄道高
架化事業

都市局
鉄道高架整備
課

浦和駅周辺の鉄道を高架化
し、旅客ホームを新設すると
ともに、東西市街地を結ぶ道
路を整備します。

事業中 事業中
完成
（20年度）

東日本旅客鉄道（株）東北線
については、用地取得、仮線
工事を行いました。田島大牧
線については、用地取得を行
いました。

－ －

128

北部拠点宮原土地
区画整理事業及び
周辺地区交通対策
事業の推進

都市局
大宮北部まち
づくり事務所

土地区画整理事業を進めると
ともに、中山道や加茂宮駅等
の最寄り駅へのアクセス道路
など、地区周辺道路の整備を
推進します。

土地区画整理事
業進捗率
 59.9％

周辺地区交通対
策事業
事業中

65.0％

事業中

完成
（19年度）

一部完成

歩行者通路（デッキ）設置工
事及び「しましま公園」植栽
工事が完了しました。
これで、北部拠点宮原地区内
のインフラ整備に係る主な工
事は全て完了しました。

－ －
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129
日進駅周辺まちづ
くり推進事業

都市局
大宮北部まち
づくり事務所

日進駅周辺の道路整備や駅北
口の開設、工業専用地区開発
の調整・誘導などを進めま
す。

構想・検討 事業中 推進

ワークショップを実施すると
ともに、整備方策検討調査や
現況測量、土壌調査を実施し
ました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

日進駅橋上化のため地元住民
とワークショップを開催しま
した。

130
武蔵浦和駅周辺地
区市街地再開発事
業

都市局
浦和西部開発
事務所

市街地再開発事業により、南
区役所や駅前広場、道路、駐
車場、歩行者デッキなどの公
共施設や住宅、店舗、事務所
などの建築物を整備し、魅力
ある副都心の形成を図りま
す。

事業中 事業中 一部完成

第3街区市街地再開発準備組合
は、組合設立認可に向け、事
業計画内容の変更などを検討
しました。また、第4街区市街
地再開発組合を設立しまし
た。第8－1街区では、前年度
からの施設建築物新築工事を
継続して行いました。

－ －

131
武蔵浦和駅第7－
１街区整備事業

都市局
浦和西部開発
事務所

広域交流の結節点としてのポ
テンシャルの高さを活用し
た、自立性の高いまちづくり
を実現するたため、市街地整
備を推進します。

構想・検討 事業化検討 事業中

個別訪問による地権者意向の
整理やまちづくり推進上の整
理、まちづくりの方針及び実
現方策、今後の地権者対応策
などを検討しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

まちづくり推進協議会と今後
の活動方針について、意見交
換を行いました。

132
指扇駅周辺の整備
促進

都市局
指扇まちづく
り事務所
建設局
道路計画課

指扇駅北口開設に向けて、駅
前広場とアクセス道路を整備
します。

構想・検討 事業化検討
完成
（20年度）

用地取得のための測量などを
進めました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

地元関係権利者で構成される
推進協議会と連携し、アクセ
ス道路の用地取得を進めまし
た。

133
市街地整備基本計
画の策定

都市局
都市施設課

道路・公園などの都市施設の
整備や土地区画整理事業・市
街地再開発事業などの実施に
あたり、効率的な財政運営を
視野におき、各種の都市整備
事業についての優先度などを
踏まえた総合的な整備プログ
ラムを策定します。

構想・検討 検討

市街地整備基本
計画策定
（18年度）

推進

計画策定の基本的な考え方の
整理・検討を行いました。

－ －
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平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

134 土地区画整理事業

都市局
区画整理課
指扇まちづく
り事務所
浦和東部まち
づくり事務所
大宮北部まち
づくり事務所
与野駅西口区
画整理事務所
南与野駅西口
区画整理事務
所
東浦和区画整
理事務所

土地区画整理事業により良好
な市街地の形成を進めます。
 ・丸ケ崎、大間木水深特定、
大門第二特定、土呂農住特
定、風渡野南特定、蓮沼下特
定、大門上・下野田特定、
台・一ノ久保特定、大和田特
定、内谷・会ノ谷特定、大谷
口・太田窪、島町東部、中川
第一特定、大宮深作、七里駅
北側特定〔区画整理課〕
 ・(仮)指扇、大宮西部特定
〔指扇まちづくり事務所〕
 ・浦和東部第一特定、浦和東
部第二特定 〔浦和東部まち
づくり事務所〕
 ・深作西部〔大宮北部まちづ
くり事務所〕
 ・与野駅西口〔与野駅西口区
画整理事務所〕
 ・南与野駅西口〔南与野駅西
口区画整理事務所〕
 ・東浦和第二〔東浦和区画整
理事務所〕

事業中 事業中 一部完成

・指扇は、現況測量を実施し
ました。
・浦和東部第一特定は、防災
調整池実施設計、浦和美園駅
周辺道路・区画道路実施設
計、物件移転補償を行いまし
た。
・浦和東部第二特定は、街区
確定測量、整地実施設計、整
地工事、物件移転補償、工区
整備工事、道路整備工事など
を実施しました。また、浦和
美園駅東口連絡階段実施設
計、まちづくり交付金事業活
用調査などを行いました。
・深作西部は、物件移転補
償、出来形確認測量、道路築
造などを行いました。
・与野駅西口は、仮換地指
定、物件移転補償を行いまし
た。
・南与野駅西口は、物件移転
補償、埋蔵文化財発掘調査、
道路等造成工事、電線類地中
化実施設計を行いました。
・東浦和第二は、埋蔵文化財
発掘調査、造成工事、道路築
造工事、物件移転補償を行い
ました。

７ 健全な行財政運
営

東浦和第二での工事にあたっ
ては、コスト縮減の観点か
ら、設計の初期段階において
技術管理課による公共事業発
生土利用を調整し、工事現場
に最適となるような設計を行
いました。
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平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

135
土地区画整理事業
の推進

都市局
区画整理課

ゆとりある住環境の整備や道
路の改善のため、土地区画整
理事業を推進します。
・内野本郷・東浦和第三・大
門下野田・三室南宿・蓮沼五
反田

構想・検討 検討 推進
土地区画整理事業の啓発を行
うとともに、まちづくり方策
を検討しました。

－ －

136
中心市街地活性化
事業の推進（再掲
ｐ90）

環境経済局
経済政策課

ＴＭＯ機関であるさいたま商
工会議所が実施する中心市街
地活性化事業への補助を行う
とともに、ＴＭＯ基本計画の
作成を支援します。

推進 推進 推進

さいたま商工会議所は、中心
市街地活性化事業として、浦
和地区では、市内小学生の金
管バンドによる街角コンサー
トを、大宮地区では、スー
パーミュージシャンクラブに
よる駅前ライブを開催しまし
た。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

さいたま商工会議所や地元商
店街、学生サークルが協働
し、イベントを開催しまし
た。

137
総合都市交通体系
の確立

都市局
都市施設課

政令指定都市に相応しい道路
交通網及び公共交通計画の策
定を行います。また、自動車
の効率的な利用や公共交通な
どへの利用転換の促進を図る
ことなどを目的とする交通需
要マネジメント計画の策定や
都心部における円滑な交通環
境の確保を図るための都心地
区交通計画を策定します。

構想・検討

総合都市交通
体系マスター
プラン策定

推進

総合都市交通体
系マスタープラ
ン策定
（16年度）

推進

総合都市交通体系マスタープ
ランで示した都心地区の交通
計画の基本方針に基づき、大
宮駅周辺地区において交通計
画策定調査を実施しました。
また、同プランで示した将来
目指すべき道路ネットワーク
を具体化するために、将来道
路網検討調査を実施しまし
た。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

総合都市交通体系マスタープ
ランの策定にあたって、パブ
リック・コメントを実施し、
市民意見を反映させました。

138
道路整備計画策定
事業

建設局
道路計画課

市内道路網の再検討を行うと
ともに、効果的・効率的な道
路整備を進めるための計画を
策定します。

構想・検討 検討

道路整備計画策
定
（20年度）

推進

整備基本計画策定に向けた検
討作業を行いました。

－ －

139
都市計画道路整備
プログラム策定事
業

建設局
道路計画課

都市計画道路をより効果的・
効率的に整備するため、優先
順位を明らかにした整備プロ
グラムを策定します。

構想・検討 検討

都市計画道路整
備プログラム策
定
（18年度）

推進

道路整備プロブラム策定に向
けた検討作業を行いました。

－ －

第２節 総合交通体系の確立
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平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

広域幹線道路の延伸や拡幅整
備を進めます。
一般国道463号（越谷～浦和バ
イパス・念仏橋架換工事・畷
橋架換工事）・大谷本郷さい
たま線・大谷場高木線・大間
木丸ヶ崎線・道場三室線・産
業道路・南大通東線・赤山東
線・与野中央通り線・田島大
牧線・町谷本太線・中山道・
本町通り線・加茂宮広路線・
さくら東通線・三橋中央通
線・八幡通り線・高砂仲町
線・高速埼玉東西連絡道路
（街路部分）・新都市南通り
線・宗岡さいたま線（霧敷橋
架換工事）

事業中 事業中 一部完成

・大谷本郷さいたま線・大谷
場高木線・大間木丸ヶ崎線・
道場三室線・産業道路・田島
大牧線・中山道（吉敷町区
間）・本町通り線・加茂宮広
路線・八幡通り線は、用地取
得を行いました。
・南大通東線1工区は、街路築
造工事を行いました。同2工区
は、街路築造工事、電線共同
溝工事を行いました。
・赤山東線1工区は、用地取
得、街路築造工事を行いまし
た。同2工区は、用地取得を行
いました。
・与野中央通り線1工区は、街
路築造工事を行いました。同2
工区は、用地測量を行いまし
た。
・町谷本太線1工区は、街路築
造工事を行い、完成しまし
た。
・さくら東通線は、電線共同
溝工事を行いました。
・三橋中央通線は、電線共同
溝工事、街路築造工事を行い
ました。
・高砂仲町線は、物件調査を
行いました。
・新都市南通り線は、用地取
得、街路築造工事を行いまし
た。
・宗岡さいたま線（霧敷橋架
換工事）は、橋梁仮橋を行い
ました。

７ 健全な行財政運
営

南大通東線1工区・同2工区・
与野中央通り線1工区・町谷本
太線1工区・さくら東通線・三
橋中央通線1工区・新都市南通
り線の工事にあったては、再
生材料などを使用して公共工
事のコスト縮減に努めまし
た。

大宮岩槻線、氷川緑道西通
線、与野東口三室線ほか

構想・検討
一部事業化検
討

事業中
大宮岩槻線は、道路設計を行
いました。与野東口三室線
は、路線測量を行いました。

－ －

140
広域幹線道路の整
備

建設局
道路環境課
道路計画課
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平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

市内幹線道路の延伸や拡幅整
備を進めます。町谷本太延伸
部分（市道Ｂ－292・503号
線）・
島根橋通り（市道Ａ－384号
線）・
矢部新道（市道20868号線）・
丼橋通り（市道23435号線）

事業中 事業中 一部完成

･町谷本太延伸部分（市道Ｂ－
292・503号線）は、用地取
得、物件移転補償を行いまし
た。
・島根橋通り（市道Ａ－384号
線）は、用地取得を行い、暫
定歩道整備が完了しました。
･矢部新道（市道20868号
線）・丼橋通り（市道23435号
線）は、用地取得を行いまし
た。

－ －

大宮警察前通り（市道10052号
線）、花の丘通り(市道31292
号線)ほか

構想・検討 事業化検討 事業中

大宮警察前通り（市道10052号
線）は、地元説明会を２回開
催しました。花の丘通り(市道
31292号線)は、用地測量を実
施しました。

－ －

142
高速埼玉中央道路
の整備促進

建設局
道路計画課

高速埼玉中央道路の与野ジャ
ンクション以北の整備を促進
します。

促進 促進 促進
関係機関と調整を行いまし
た。

－ －

143
高速埼玉新都心線
の整備促進

建設局
道路計画課

与野ジャンクションから第二
産業道路までの区間の整備を
促進します。

促進 促進 完成
首都高速道路公団に工事の施
工を委託しました。

－ －

144
橋梁耐震補強及び
落橋防止対策事業

建設局
道路環境課

震災時における緊急輸送道路
上の橋梁や跨道橋・跨線橋101
か所について、重点的に耐震
補強対策を実施します。

整備済
28か所

28か所 48か所
鉄道や高速道路を跨ぐ橋梁7箇
所について工事着手しまし
た。

７ 健全な行財政運
営

工事施工にあたっては、コス
ト縮減の観点から構造形式や
施工方法などを検討しまし
た。

145 踏切構造改良事業
建設局
道路環境課

踏切事故の防止や道路交通の
円滑化を図るため、慢性的な
交通渋滞などにより交通安全
上危険な狭小踏切の拡幅や立
体交差化を実施します。

構想・検討 事業化検討 一部完成
踏切道協議の資料を作成しま
した。

－ －

146
歩道整備事業（再
掲p100）

建設局
道路環境課

自動車や自転車、歩行者の交
通量が多く、通行に危険な区
間や学童の通学路となってい
る区間について、歩道を設置
します。

事業中 事業中 一部完成
歩道の新設・改築のため、用
地取得や工事を行いました。

８ 公共施設の適正
配置

歩行者の多い路線や通学路を
優先に歩行空間の整備を進め
ました。

141
市内幹線道路の整
備

建設局
道路計画課
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平成１６年度実施状況について

番号 事業の名称 担当課 事業の概要
現況（Ｈ１５年

度末）
Ｈ１６年度実

績
Ｈ２０年度末の

目標
Ｈ１６年度実施内容

都市経営の基本戦略
のアプローチ

アプローチに関連する取組内
容

147

交通渋滞解消事業
（さいたまの道ス
ムーズプラン）
（再掲ｐ100）

建設局
道路環境課

交通渋滞を解消するため、右
折車線を確保するための車道
の拡幅やすみ切りの設置、信
号制御の適正化など交差点の
改良を進めます。併せて道路
の拡幅を伴わない暫定右折
レーンや交差点付近のバス停
を対象とするバスベイの整備
により、効果的な渋滞解消を
早期に図ります。

事業中 事業中 一部完成
平成17年度の事業計画策定に
向けて、整備箇所の特定や資
料収集を行いました。

７ 健全な行財政運
営

コスト縮減の観点から、バス
会社の意見なども取り入れ、
少ない経費で事業効果が期待
できる事業箇所を特定しまし
た。

148
電線類地中化事業
（再掲p31）

建設局
道路環境課

都市景観の向上や歩行空間の
バリアフリー化、防災対策、
良好な住環境の形成、歴史的
な街並み保全などの観点から
電線類の地中化を推進しま
す。

整備済延長
26.46㎞

26.46㎞ 33.30㎞

ワークショップにより、電線
類の地中化整備に向けた、今
後の中山道のあり方や道路空
間整備の方針などの意見を参
考に実施設計を行いました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

ワークショップによる方針な
どの意見を参考に実施設計を
行いました。

149
道路施設維持管理
計画策定事業

建設局
道路環境課

道路施設の長寿命化などを図
るため、整備優先度を踏まえ
た道路施設維持管理計画を策
定し、道路舗装や橋りょう、
横断歩道橋、立体交差部の道
路施設などの計画的な維持・
補修を行います。

事業中 事業中

道路施設維持管
理計画
策定
（20年度）

推進

平成17年度より橋梁の維持管
理計画の策定に着手するため
の準備を行いました。

７ 健全な行財政運
営
８ 公共施設の適正
配置

維持管理計画の策定に向け
て、ライフサイクルコスト
や、施設の延命化を図れるよ
うな手法について資料収集な
どの準備を行いました。

150
スマイルロード整
備事業

建設局
道路環境課

市民に身近な道路についての
意見や要望を沿線の住民でと
りまとめ、市に申請する制度
を創設し、これに基づく整備
事業を進めます。

事業中 事業中 推進
市民からの要望に対して事業
を進めました。

－ －

151
暮らしの道路整備
事業

建設局
道路環境課

最低幅員４ｍ未満の道路の改
善に向けて、地権者の理解と
協力により道路の拡幅整備を
行います。

事業中 事業中 推進
市民からの要望に対して事業
を進めました。

－ －

152
新駅の設置促進
（日進～指扇駅
間）

都市局
指扇まちづく
り事務所

新たな人口集積の見込まれる
西区指扇地区に新駅を設置し
ます。

事業中 事業中
設置
（19年度）

駅舎詳細設計を行いました。
７ 健全な行財政運
営

設計の初期段階から比較設計
を行うことにより、コスト縮
減に配慮しました。

153
埼玉高速鉄道線
（地下鉄７号線）
の延伸促進

政策局
交通政策課
地下鉄７号線
延伸対策室

埼玉高速鉄道線の浦和美園～
蓮田までの延伸について、早
期建設・開業を促進します。

促進 促進 促進

埼玉高速鉄道（株）の経営安
定化や財務内容の改善を図る
ため、安定化補助や増資を行
いました。

－ －
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容

154
地下鉄６号線延伸
の促進

政策局
交通政策課

京浜東北線や埼京線などの混
雑緩和、本市の交通ネット
ワークの形成を図るうえで重
要な地下鉄６号線延伸を促進
します。

促進 － 促進

      -

※県南都市地下鉄道誘致促進
期成同盟会を組織し誘致促進
を図っていましたが、平成12
年の運輸政策審議会答申にお
いて当該路線が位置付けされ
なかったことから、休止して
いるため。

－ －

155

公共交通（東西交
通大宮ルート等）
ネットワーク計画
の策定

政策局
交通政策課

東西交通大宮ルートやＬＲＴ
など新たな交通システムの導
入を視野に入れた公共交通
ネットワーク整備強化を目指
します。

構想・検討 推進

公共交通ネット
ワーク計画策定
（18年度）

推進

公共交通ネットワーク検討調
査を実施しました。また、国､
県､警察､市民､学識者からなる
「公共交通ネットワーク検討
委員会」を設置し、利用しや
すい公共交通の実現に向けた
基本方針などの検討を行いま
した。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

国､県､警察､市民､学識者から
なる「公共交通ネットワーク
検討委員会」を設置し、基本
方針などの検討を行いまし
た。

156
市内路線バス・コ
ミュニティバス整
備事業

政策局
交通政策課

コミュニティバス路線の見直
しや未導入地域への導入の調
査・検討を行いながら、市内
路線バスを含めたバス交通網
を整備し、利用を促進しま
す。

路線バス利用者
数
13.4万人／日

13.6万人／日 14万人／日

4区内のコミュニティバス既存
路線の見直しと北区へ新規導
入するための検討を行いまし
た。

－ －

157
駐車場・自転車駐
車場の整備事業

都市局
都市施設課
市民局
交通安全課

駅周辺地区での交通の現況を
把握し、駐車場や自転車駐車
場のあり方について計画の検
討を行い、整備します。

事業中 事業中 推進
さいたま新都心駅東口自転車
等駐車場の建設を行ないまし
た。

－ －

158
交通バリアフリー
の推進（再掲
p35、68）

都市局
都市施設課

交通バリアフリー法に基づ
き、各駅の利用状況等から、
整備優先順位の高い駅の基本
構想を策定するとともに、駅
とその周辺におけるバリアフ
リー化を推進します。

推進 推進
推進
 （市内全駅）

大宮駅西口エレベーター詳細
設計、中浦和駅東口エレベー
ター概略設計（市内各駅改札
外エレベーター）を行いまし
た。大宮公園駅、中浦和駅、
北与野駅、与野駅、土呂駅の
バリアフリー化整備に対する
補助を行いました。また、交
通バリアフリー基本構想を策
定しました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

交通バリアフリー基本構想の
策定にあたり、学識経験者・
市民団体・事業者を含む検討
委員会を設置するとともに、
パブリック・コメントを実施
し、広く市民の意見を反映さ
せました。

159 駅前広場改修事業
建設局
道路環境課

大宮駅西口や浦和駅西口の駅
前広場において、交通バリア
フリー法などを踏まえた歩行
者空間を形成します。

構想・検討 事業化検討 事業中

駅前広場内の交通の円滑化に
向けた検討を行うとともに、
大宮駅西口駅前広場改善基本
計画の策定を行いました。

－ －
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160 緑化推進事業
都市局
公園みどり課

都市化の進展による緑の減少
に備えるため、生垣設置の助
成や屋上緑化の推進を図るな
ど、民有地の緑化に努めま
す。

推進 推進 推進
生垣助成を16件、保存樹木助
成を71件に対して行いまし
た。

－ －

161
グリーンパラソル
推進事業

都市局
公園みどり課

都市公園の配置状況や地域の
特性、必要性などを踏まえ、
公園の適正な配置・整備を進
めます。

事業中 事業中 推進
実施設計や整備工事、用地取
得を行いました。

－ －

162
公園リフレッシュ
事業

都市局
公園みどり課

既存の公園の安全性や魅力の
向上をめざして、改修工事を
行います。

事業中 事業中 推進

公園灯を西角公園及び盆栽西
公園に整備し、南平台第1公園
及び南平台第2公園で、遊具入
替、フェンス設置などの工事
を行いました。

７ 健全な行財政運
営

工事にあたっては、コスト縮
減の観点から、設計の初期段
階において構造形式や施工方
法などを多角的に検討し、当
該工事現場に最適となるよう
な設計を行いました。

163
与野中央公園整備
事業

都市局
公園みどり課

市街地における緑に囲まれた
市民の運動の場や広域避難場
所ともなる総合公園を整備し
ます。

事業中 事業中 事業中
用地取得や物件移転補償を行
いました。

－ －

164
秋葉の森総合公園
整備事業（再掲
p58）

都市局
公園みどり課

緑に囲まれた豊かな自然環境
の中で、快適にスポーツを楽
しめる多目的スポーツ広場を
整備します。

事業中 事業中

多目的グラウン
ド完成
（16年度）
散策路整備
（19年度～）

事業中

駐車場整備や植栽工事を行い
ました。

７ 健全な行財政運
営

工事にあたっては、コスト縮
減の観点から、設計の初期段
階において構造形式や施工方
法などを多角的に検討し、当
該工事現場に最適となるよう
な設計を行いました。

165
情報教育の充実
（再掲p52）

教育委員会
教育研究所

市内の全小中養護学校（135
校）の特別教室や普通教室に
教育用コンピューターを整備
します。

構想・検討 0校
整備済学校数
92校

平成19年度開設予定の学校に
ついて、設計段階から、校内
ＬＡＮ敷設を計画しました。

－ －

166
市民のＩＴ活動の
支援

政策局
情報政策課

市民団体と連携して、高齢者
や障害者などを対象とするＩ
Ｔ講習会や地域ＩＴリーダー
の育成などを行い、市民が
様々なＩＴ活動ができるよう
支援します。

推進 推進 推進

コミュニティ活動に対するIT
による支援のあり方を検討す
るとともに、市民活動支援複
合施設における諸機能の検討
を行いました。

１ 協働の仕組みづ
くり・具体化

市民活動支援複合施設におけ
る諸機能について、NPO法人が
管理運営することを前提とし
て、あり方の検討を行いまし
た。

第３節 市街地内の緑の空間づくり

第４節 高度情報化社会に対応した基盤の整備
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167 電子市役所の構築
政策局
情報政策課

質の高い行政サービスを提供
し、市民との協働のまちづく
りを進めていくため、市民と
市役所を結ぶイントラネット
を整備し、市の保有する様々
な情報の提供や市への申請・
届出などを、いつでも、どこ
からでもできる電子市役所を
構築します。

推進 推進 充実

文書管理システムや職員認証
システムの構築、庶務事務基
本構想の策定、総合相談
（CRM）システムの詳細な検討
を行いました。

７ 健全な行財政運
営

電子市役所の構築に関する諸
事業を推進しました。

168
電子入札の導入の
推進

財政局
契約課

電子入札の導入に向けて、埼
玉県や参加市町との共同開発
を進めます。

構想・検討 推進
導入
（19年度）

電子入札実施に向けての準備
として、電子申請を行いまし
た。

７ 健全な行財政運
営

埼玉県と参加市町との共同開
発により、電子入札システム
の導入を進めました。

169
地図情報システム
作成事業

都市局
都市計画課

都市計画基本図の電子地図を
作成するとともに、都市計画
情報検索など都市基本情報を
利用できるシステムを整備し
ます。

推進

都市計画基本
図作成

推進

都市計画基本図
更新

推進

都市計画基本図を新規図化す
るとともに、都市計画情報更
新を４回行いました。都市計
画情報検索システムへのアク
セス数は、35,000件でした。

７ 健全な行財政運
営

都市計画基本図は、現在整備
を進めている統合型GIS（地理
情報システム）の基図として
活用されています。

170
電子投票システム
の導入

選挙管理委員
会
選挙課

投票所における電子端末の設
置により、開票事務の効率
化・省力化を図ります。

構想・検討 検討 推進

電子投票システムにより選挙
執行した四日市市を視察し、
その執行管理状況について、
情報収集を行いました。

７ 健全な行財政運
営

電子投票の実現に向けて、総
務省の動向を踏まえながら、
検討を進めました。
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